遠赤外線グラフア仆ヒ-夕- 


取扱説明書 


AEH - G100N 



このたびは、お買い上げいただき、 
まことにありがとうございました。 



ご使の前にこの®® iKB 月書 （ Ml 書付） 
をよくお読みの5え、ご家族全員で 
安全に正しくお使いください。 
お読みになった後は大切に保管し、 
必要なときにお役立てください。 

特に「安全±1のご注意 J (1 〜3ページ） 
は、ご使用前に必ずお読みください。 

保証書は「お買い上げ日 • 販売店名」 
などの記入を必ず確かめ、販売店から 
お受け取りください。 


も< じ 

ご使用の前に 

安全上のご注意 


使いかた 

各部の名前 ••• 
お使いになる前に 


使いかた 


知っておいていただぎたいこと 


正しく使って上手に節約） 

I 宏_田1 


お手入れ • 保証 

お手入れと保管のしかた • 
故障かな？と思われたときは 
仕様 . 


アフターサービスについて 


お客様の個人情報のお取り扱いについて…1 






















危険物を置かない 

本体の近くに スプレー 缶や 
危険物を置いて使用しない。 

• 熱でスプレー m 内の圧力が 
上がり、爆発や火災の原因 
となります。 


0 



觀プラグ ©15 こりゃごみを^^)に取る 

• 湿気などで絶縁不良となり' 火災の原因となります0 


❶ 




ぬれた手で電源プラグを抜きさししない 

♦感電やけがをすることがあります。 



異物を入れない 

本体の穴やすき間にピンや 
針金などを入れない。 

_感電や異常動作してけがを 
することがあります。 



電源コードは途中で接続 
したり、延長コードの使 
用•タコ足配線をしない 

•過熱して、火災や感電の原 
因になります。 



コードをたばねて通電 
しない 

• コードが過熱し、火災•感電の 
原因となります。 



跳 15 AUU ： のコンセントを销虫で ■る 

籲他の器具と併用すると、コンセント部が異常発 
熱して発火することがあります。 


〇 


電源は、交流10 0 V を使用する。また、 
電源プラグは、コンセントの奥まで_ 
にさし込む 

_火災 • 感電の原因となります。 

❶ 



就寝中は使用しない 

• 寝具などが触れると火災の原 
因となります。 



燃えやすい物の近くで 
使用しない 

カーテンの近くや、机の下など 
周囲を囲まれた場所で使用しない。 

♦火災のおそれが 
あ D ます。 

吸 



周囲の人が注意する。やけどの 
おそれあ D 

次のような方がお使いのときは、特に注意する 

•乳幼児.皮ふ感覚の弱い方.お年寄り.ご病人 
• 自分で操作できない方 • 深酒をされた方 
_疲労のはげしい方-ねむけをさそう薬(睡眠薬- 
かぜ薬など）を服用された方> 


❶ 


i 


異常 • 故障時には、ただちに使用を中止する 

そのまま使用すると、発煙•発火、感電、けが 
のおそれがあります。 

• コードの電源プラグが変形•変色.破損している。 
♦コードの一部や電源プラグがいつもより熱い。 
♦コードを動かすと、通電したりしなかったりする0 
♦本体からこげ臭いニオイがする。 

• ガードや本体が変形している。 


〇 


※すぐに電源プラグを抜いて、 
お買上げの販売店へ点検、 
修理を依頼する。 


告 (WARNING) 




-電源プラグを抜く 


必ず 仃つ 


•は、必ず実行してぃた 
だく「強制」の内容です 


コードが傷んだときは使用しない 

コードや電源プラグが変形•変色•損傷して 
いる、コードの一部や電源 ブ ラグがいつもよ 
り熱い、コードを動かすと通電したり、しな 
かつたりする。 また 、コンセントのさし込み 
口がゆるいときは使用しない。 

籲感電•ショート ■ 発火の原因となります0 


0 



接触禁止 
水雛用禁止 


分解禁止 
水ぬれ禁止 


0一般的な禁止 
@ぬれ手禁止 


( S ) は、してはいけない 
「禁止」 の内容です 


お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。 


この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害 
のみが発生する可能性が想定される」内容です。 


長時間同じ部位を暖めない 

• 比較的低い温度でも長時間皮ふの同じ場所を暖 
めていると、低温やけどのおそれがあります。 





この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能1生 
が想定される」内容です。 


△警告 






(WARNING) 


お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、 
次のように説明しています。 

■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明しています。 


必ずお守りください A 


安全上のご注 


ご使用前に 



































Li li__ 



rMH , maM 


衣類などを掛けない 

» 過熱や火災の原因 
となります。へ . 


乾燥など他の用途に 
使用しない 


浴室や屋外で使用しない 

_感電やショート•発火の 


原因となります。 


毛足の長い敷物や 
座ぶとんなどの上で 
使用しない 

籲本体が不安定となり、£ 
火災の原因となりす 。 P 


0 


n 


通霞中はヒー^一を 
直接見つめない 

籲ヒーターを 長時間 見つ 
めると、目に悪影響を 
与えよくありません。 

〇 



局温部に触れない 

使用中や使用後しば！5くは本体上部.前面、 
ガードなどの高温部に触れない。 

♦やけどの原因となります。 

⑧ 



使用しないときは、■原プラグを抜く 

♦けがややけど、絶縁劣化による感電.漏電火 
災の原因となります。 

€ 



とっ手をしっかり持つ 

本体を持ち運ぶときは、とっ手と 
本体上部を支えながら持つ。 

參落下するとけがの原因となります。 


f しっか 


❶ 


必ず電源プラグを持って抜く 

• 感電やシヨートして発火することがあります。 


❶ 



A 注意 (CAUTION) 


安全上のご注意 



.で亡 P 〇 
熱の！1い 
過す >p さ 
、ましだ 
はり止く 
きあ中て 
とがをけ 
たれ用受 
れそ使を 
ぼおに検 
このち点 
I 電だの 
万感 rc 店 


㊃ 



る 

て 


傾く 

ミす。 


スに 


首振り用ボタン\ 
切換スイッチつまみ 



各部の名前 


てを取 
































お使いになる前に 


ベースの組み立てかた 

ペースを裏返し、ツメ （4 力所)を溝 （4 力所）に合わ 
せて、ノてチツと音がするまで確実にはめ込む。 


ベースの取り付けかた 


ツメ (4 力所) 



溝 (4 •力所) 


〇 商品が入っていた箱の上など、台の上に図の 
ように本体を倒して置く。 


ベース裏面の「介前側」の表示が上になるよう 
にし、本体底面の凸部とネジ部にベースの 
孑 L (2 力所)を合わせてはめ込む。。 



® 付属のちょうボルト (3 本)で締めつけて、ベー 
スを本体に確実に取り付ける。 

※このとき、コードをはさまないように注意し 
てください。 

※ベースを外したときは、ちょうボルトをなく 
さないように保管してください。 

ベースを本体に取り付けなし袱態や、ちょうポルトを 
締め付けない状態で使用しない。 




使用場所と取り扱いについて 

•右図のように周囲から離して使用してください。 
•洗濯物の下で使用しないでください。また本体の上に 
洗濯物などをのせないでください。 

❿倒したり、落としたり、強し衝撃を加えないでください。 
•本体の上に乗ったり、もたれたりしないでください。 

籲使用中や使用後しばらくは、本体上部*前面、ヒータ 
—や反射板、ガードが高温なので、やけどに注意して 
ください。 

■熱に弱い材質の床面は変色、ヒビ割れ、そり返りなど 
が発生することがあります。 

またほこりや r こばこの煙などで変色することもあります。 
保謹のため熱に強いマツトなどを敷いてください。 



【消防法基準適合】 

消防法で周囲から離す距離 
が決められています。 
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以上，、 


魏り130度 

電源コンセント 

(交流100 V ) 


電源プラグ、吻 


他の機器との併用について 《手動 首 振りをするとき（上から見た図)》 

本体の近くにファン（扇風機）など、他の機器を置いて on 

酬しないでください。 30cmu± 30cmlu 

火災事故にっながります。 / \ 

本製品は、お部屋全体を暖めるち のではありません。"! V Imua ノ' 

局部採暖器具としてご利用ください。 

餽り130度 

電源プラグをコンセントにさし込む。 電源コンセント 

♦電源プラグはコンセントの奥まで確実にさし込む。 
a msa 以上のコンセントを単独で使用する。 電源ブラグ吻 I 

= 拳コンセントのさし込み口がゆるし\ときは使用しない。 

_ 1_発火•発煙の原因となります。 」 

© 切換スイッチつまみを合わせる。 

_スイッチつまみ位置_ヒーター通電状態_ 

切 すべてのヒーターが「切」になります。 

250 w 右ヒータに通電します。 

_ 500 w _右ヒータに通電します。| _ _ 

_ 750 w _右 • 左ヒーターに通電します。右ヒーターは、弱い赤になります。_ 

_100 Ow _右，左ヒーターに通電します。 

ac 士音1使用中や使用後しばらくは、本体上部•前面 • r 切換スイッチつまみは中途半端 

ガードな戶の音;潟部に鈾ゎない、 


な位置で止めない。 


使用後は『切換スイツチつまみ』を「切」にする。 

♦運転を停止します。 


© 使用後は『切換スイ 

♦運転を停止します。 

〇 電源プラグを抜く。 

•巩，屮.腔め砝田丨 



_外出時や使用しないときは、電源プラグをコンセントから 
抜いてください。 

首振り機能の使いかた 

自動首振りをするとき 

〇『首振りボタン』を押す。 

癱約70度の範囲で自動首振りを行ないます。 

♦自動首振り角度の中心位置は、手動首振りによって約60度 
の範囲で変えることができます。 

一度自動首振り運転を停止してから、変えてください。 

•首振りボタンを押すたびに、「首振り」 • 「停止」のくり返し 
になります。 

• 自動首振り中は本体を押えて停止させたり、手動 
首振りをしない。故障の原因となります。 

• 自動首振り中は回転部に触れない。 

けがのおそれがあります。 




使いかた 













使いかた 


手動首振りで左右の方向を変えるとき 

※本体がさめてから行なつてください。 

〇『切換スイッチつまみ』を「切」にする。 

參本体がさめたことを確認します。 

❷とつ手を持って、軽く左右に回す。 



• 約60度の範囲で変えることができます。 

•必要以上に無理に回さない。故障の原因となります。 
♦方向を変えるときは、可動部で指をはさまないよう 
に注意する。 



知つておいていただきた いこと 

ポール式転倒 OFF スイッチについて 

•本体を揺らしたり、振動を加えると、内部でカチカチと 
音がし、一時的に通電しないことがあります。 

これは、転倒 OFF スイッチが働いたもので、異常では 
ありません。 

•壁などに立て掛けたり、傾斜の大きい床面で使用しな 
いでください。必ず、水平な場所でご使用ください。 

ニオイについて 

• 使い初めは十分に換気をする。 

初めてこ'使用になるときは、煙や塗料のニオイなどが出ることがあります。 

ご使用にともない出なくなりますが、煙やニオイが出た場合は十分に換気をして 
ご使用ください。 

• また、次シーズンに初めて使用になるときもニオイがすることがあります。 

(ヒーターに付着したホコリなどがこげるためです。） 

首振り機能について 

♦首振り装置部はスムーズに回転させるため、あそび（構造上のすきま）があり、少し 
ぐらつきますが、故障ではありません。 

•自動首振り中はモーターの回転音やこすれる音がすることがありますが、故障ではあり 
ません。 

音について 

• 通電開始時や通電終7後、しばらく本体より音が出ることがありますが、 

これは本体の温度膨張および収縮による音で故障ではありません。 

像通電中「ジィー」と音がすることがあります。 

これはヒーターが熱によりわずかに振動する音で、故障ではありません。 

籲本体をゆらしたり、持ち運ぶときなどに「カタカタ」と音がすることがあります。 

これはヒーター取り付け部のあそび（構造上のすきま）によりヒーターが動くためで、 
故障ではありません。 



•ガー ドを外したままで、使用しない。 
やけどのおそれがあります。 


しゃ熱板 


li 


■ 


G お手入れ） 



必ずお守り<ださい \ 

• 電源プラグを抜き、本体が冷めてからお手入れ 
をしてください。 

參ベンジン • シンナーなどは使わないでください 。^^ン 
変色や故障の原因になります。 

ガ-ドを開く 

❶ガードを押し上げながら、本体下部の孔から _ 

ガード取付部(下側)を外す。（左右2力所） I 

©ガードを手前に引き、本体上部の孔からガード 
取付部（上側）を外す。（左右2力所） 

汚れをふき取る 

• ガード • 反射板 • 本体に付着したほこりやごみ 1 

をときどき取り除いてください。 

※ほこりが焦げたり、故障の原因となります。 

※匕ーターを手で触らないよう、注意してください。 

• 薄めた台所用洗剤（中性）に、タオルなどを 
浸してしぼり、汚れをふき取ってください。 

※化字ぞうきんをご使用の場合は… 

化学ぞうきんの注意書に従ってください。 

參お手入れのあとは、ガードをしっかり取り付け、 

よく乾燥してから通電してください。 

乾燥させた後、 

ガードを元の状態に戻す 

〇ガード取付部（上側 ♦ 長い方）を本体上部の 

孑しに入れて押し上げる。（左右2力所） d 

※ガードに固定されたしや熱板を下側にして〔ガード取付部 
ください0 (上側） 

©ガード取付部（下側 • 短い方）を本体下部の孔 
にはめ込み、きちんとはまっていることを確 
認する。（左右2力所） 


0 




@体上部の ? D 


n - ド取付部] 
(上側 ） J 


K ガード 取付 
y (下側） 

择体下部の孔） 


本体上部の孔 ) 



ベースを本体から外し、お買上げ時の箱に入れて、 体下部城 

湿気の少ない場所に保管してください。 - - 

※ちようボルト （3 本）をなくさないように保管してください。 （(^5 ページ） 


お手入れのあとは、よく乾燥させてください。 


卜奶ガード取付部1 
(下側） 




お手入れと保管のしかた 


お手入れ 
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故障かな？と思われたときは 


_1を依頼される前に、この取扱^明書をよくお！^いただき、次の点椟を U てくた•さい。 

それでも異常のある場合《、お買い上げの販菊苫まて 1藉 E 書を添えて、商品をこ•勝してください。誤つ 
た修理は、火災や感電などの危険な事故につながります。ご家庭での分解¢13はなさらないて•ください。 


こんな場合 



■ブレーカーが「切」になっていま 
せんか？ 


參電源プラグが奧までしっかりさ 
し込まれていますか？ 


なおしかた 


籲切換スイツチつまみを「切」にし、 
ブレーカーを「入」にしてください。 


春奥まで確実にさし込んでください。 
( CT 6 ページ） 


本体が傾いていませんか？ 


參長年ご使用の電気ストーブの点検を！ 


本体を水平な場所に置き直してく 
ださい。 （〔7 s 7ページ） 


愛情点検 I 



こんなことは 
あリませんか 


コードや篇课プラグが变形.変色 • 戌氓している〇 
コードの一躬や憨源ブラグがいつもよリ舫い。 
コードを動かすと、邊垂したりレなかったりする。 
列本か5こげ奧いニオイが•る c 
ガードや本阵が変形している。 


•プラグにほこりや 


こんなときは 


使用を中止して < ださい c 
故雎や事故防止のため、 
罨源ブラクを抜いて、 

必ずお贸上げの雜亮店に 
点情をご相 &•< ださい， 


ほこりやごみを取り除いて 
<ださい。 



質 


発 

熱 


首振り機能 


慝 


電気代 
( 1時間あたり.） 


付属品 


交流10 0 V 1000 W 50~60 Hz 


高さ約 63.5 cmx 幅30 cmX 奥行 1 30 ( 



約 3.1 kg 

グラフアイ1 

トヒーター 

自動首振り 

(モーター）約7〇度 

手動首振り 

約60度 



ール式転倒 OFF スイッチ 


ゴム コー 


右 ヒーター 

( 250 W ) 

約5.5円 

右 ヒーター 

( 500 W ) 

約11.0円 

ti • 左ヒ ー .ン — 

( 750 W ) 

約16.5円 

右 • 左 ヒーター 

(1000 W ) 

約22.0円 


ちようボルト3本 
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※電気代は室温15てで測定し、電力料金目安単砸22円 /kWh (税込）として計算しています。 

ただし、電力会社およびご家庭の電力使用量などにより多少異なります。 

※仕様は改良のため、予告なく変更することがあります。 


アフターサービス について 


1. 保証書 

• この取扱説明書には保証書がついています。 

保証書はお買い上げの販売店で「販芫店名 • お胃い上げ日」などの記入をお確かめのうえ、内容を 
よくお読みの後、大切に保管してください。 

保証期間：お買い上げ日から1年間です。 

2. 修理を依頼されるとき 

馨保証期間中は 

保証書の記載内容(こより、無料彳 g 理いたします。 

商品 I こ保証書を添えて内部機構をさわらずにお買い上げの販売店にご持参ください。 

■ 保証期間が過ぎているときは 

お買い上げの販売店に ご 相談ください。 

修理によつて機能が維持できる場合は、お客様のご要望により有料修理いたします。 

3. 補修用性能部品の保有期間 

♦当社は、この遠赤外線グラファイトヒーターの補修用性能部品を製造打切後、6年保有し 
ています。補修用性能部品とはその製品の機能を維持するために必要な部晶です。 

4. 点検整備について 

•数年使用されますと、ヒーター ユニット 内部が汚れ、性能が®下することがあります。 

通常のお手入れとは別に点検整備（有料）をおすすめします。 

点検整備はお買い上げの販売店にご依頼<ださい。 

• お客様ご自身での製品の分解は危険ですので、しないでください。 

5. アフターサービスについてご不明の場合 

•アフターサービスについてご不明の場合には、お買い上げの販売店か、保証書に記載の「お客さ 
ま相談室」にお問い合わせください。 


お客様の個人情報のお取り扱いについて 


お受けしましたお客様の{固人情報は当社個人情報保護方針に基づき適切に管理いたします。 

また、お客彳隶の同意がない限り、業務委託をする場合及び法令に基づき必要と判断される場合を除き、 
第三者への開示は行ないません。 

<利用目的> 

お受けしました個人情報は、商品.サービスに関わるご相談.お問い合わせ及び彳_理対■応のみを目的と 
して使用させていただきます。尚、この目的のために当社（日本エー■アイ•シー（株））及び関係会社で上記 
個人情報を利用することがあります。 

<業務委託の場合> 

上記目的の範囲内で対応業務を委託する場含、委託先に対しては当社と同等の個人情報保護を実施させ 
るとともに遅切な管理 • 監督をいたします。 


主芋ス扪 佴罰 
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